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【事業の目的・概要・対象】

【背景】
　生活道路は市民生活に必要不可欠であり、その安全性や利便性の向上を求める市民のニーズは年々高く
なっており、市民生活向上などのために実施している。

　目的：道路の構造改善、局部改良、狭小市道の拡幅改良等を行い、歩行者の安全確保と自動車交通の円
滑化を図り、地域の人々の安全で快適な交通環境を確保する。

　概要：市内全域に存在する市道のうち、部分的に狭いか所や車の離合ができない狭い道路の局部改良及
び拡幅改良を行い道路の構造改革を実施する。
　　　　市道線ほか48か所　全体延長Ｌ＝16.8㎞

　対象：当該道路利用者・当該地区住民

施策 1801 道路網の整備
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　※　補正予算要求時は今回の補正予算額を除く。
　※　次年度予算要求時は次年度繰越額を除く。

事業名 道路新設改良事業 現状維持 予算額

事業期間 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

担当課 都市整備部道路課 課長 田中　祐二

担当者 山本　雅喜 問合せ先 0957-53-4111（内線424）

地方債 148,900 千円
その他 0 千円
一般財源 16,674 千円

165,574 千円

121,970 ≫千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

妥当性
(市の関与)

　交通量の増加に伴う交通渋滞や交通事故の増加に対し、道路の構造改革、局部改良及び拡
幅改良を行い、歩行者の安全確保と自動車交通の円滑化を図るため、道路整備は必要であ
る。

有効性
(施策貢献度)

　生活道路の整備は、施策「道路網の整備」の柱であり必要不可欠な事業である。

効率性
(コスト)

　公共事業については、コスト縮減に努め実施しており、安全な道路整備を行う上では、構
造上の削減は困難である。

1次評価 整備要望については、整備順位基準により整備する。

2次評価 1次評価のとおり

嘱託員(人) 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人
フルコスト 186,742 142,652 153,651 186,528 170,954 170,954 1,011,482

職員(人) 3.10人 2.65人 3.90人 2.70人 2.70人 2.70人 17.75人
時間外勤務(h) 2268h 1421h 1660h 660h 660h 660h 7329h

一般財源 21,863 16,723 18,003 16,674 15,000 15,000 103,263
人件費 27,079 22,113 31,681 20,954 20,954 20,954 143,736

地方債 137,800 84,700 85,700 148,900 135,000 135,000 727,100
その他 0 19,116 18,267 0 37,383

国庫支出金 0 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0 0

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 合計
事業費 159,663 120,539 121,970 165,574 150,000 150,000 867,746

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

指標名 単位
H30

(実績)
R1

(計画)
R2

(計画)
R3

(計画)
R4

(計画)

計画値

市道整備率
（道路改良延長）

計画値 ％ 67.7 68.4 68.8 69.1 69.5

計画値

指標名 単位
H30

(実績)
R1

(計画)
R2

(計画)
R3

(計画)
R4

(計画)


